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１ 研究の目的と概要

　本研究は、近代・前近代を問わず国家的アイデンティティの形成にとって重要な手段であった

歴史叙述に着目し、「間テキスト性」など、テキスト理解を巡る最近の研究状況も踏まえなが
ら、とくに中世フランスの王国年代記を対象に、そこに現れる歴史認識の重層性を解明すること
を目指している。
　1274年にサン＝ドニ修道院から国王フィリップ３世に献呈された俗語散文体の王国年代記『フ
ランス大年代記（Grandes Chroniques de France：以下GCFと略記）』は、その後数多くの写本が

制作されラテン=キリスト教世界全域に普及することで、フランス王国の「正史」となる。しかし
本格的な普及は成立から一世紀後、14世紀後半以降のことであった。同じ13世紀後半に成立し、
その後直ちに好評を博したことが知られているヴァンサン＝ド＝ボーヴェ編著のラテン語世界年
代記『歴史の鑑』などと比べると、史書としてのGCFの当初の不人気ぶりは明らかである。その理
由として挙げられるのが、この年代記の二つの「先進性」である。

　第一に、13世紀後半段階で独自の起源神話を有し、教権ならびに皇帝権から自律的な独自の王
国史を編んでいたGCFは、当時の一般的な「国家史」がローマ=カトリック教会の普遍的な世界観
と王朝史を組み合わせたものであったことと比べると、明らかに異質であった。ただしこの年代
記が表象するネイションの記憶（歴史）は、構成員をあくまで政治的エリート層に限定する「王
と諸侯のフランス史」であり、垂直的な広がりを持つものではなかった。したがってナショナ

ル・アイデンティティ形成史の観点から言えば、ネイション意識の普及拡大を意図する王権が、
いつ、どのようにして「（フランス）国民」を「発見」し、その動員ための具体的な手段として
歴史を用いるようになるのか、その時期と背景の解明がひとつの課題として設定されることにな
る。
　第二の「先進性」として、この年代記が俗語を用いた点を挙げることができる。サン＝ドニ修

道院では、GCFの後も俗語使用が一般化することはなく、実際にはラテン語史書の編纂が中心で
あった。俗語フランス語で王国史を編む意味は、次の世紀にはっきりと理解されることになる。
王朝の交代はあったものの、14世紀のパリは、大学や修道院などいくつかの知的セクターが互い
に競い合いながらある種の文芸共同体を形成し、王権や有力諸侯を核とする王国文化、王国行政
の中心地として成長を続けていた。そこでは王権の強い保護もあって翻訳（translation）文化が

花開いていたが、それは王権が、イタリアから移転(traslatio)された学権（Studium）の中心地
としてフランスを位置づけていたからに他ならない。以後、俗語フランス語は、フランスの文化
的特質を規定するものとなり、それを駆使する者たちはフランス=アイデンティティ形成において
重要な役割を演じることとなる。

　以上の整理から、今年度は以下二点についての研究活動を行った。
　
①14世紀におけるサン=ドニ修道院の修史事業：当時のサン＝ドニ修道院およびその修道士たち
は、どのような認識と方法論を用いてそれぞれの史書を組み立てていたのであろうか。この点に
ついて、1350年代に成立した『リシャール=レスコ版フランス大年代記』を軸に考察する。この年

代記は、サン＝ドニの修道士リシャール=レスコ(Richard Lescot)が、1274年以後も当該修道院内
で加筆されてきたGCFをあらためて編集し直したものであり、この後GCFの編集主体がサン=ドニ修
道院から王権に移動するためサン=ドニ修道院系のGCFとしては最終版であるという特徴を有して
いる。
②14世紀後半における学識者たちの自己認識：王国における知的セクターの中核を構成するサン

＝ドニ修道院やパリ大学に籍を置いた人々は、ラテン語と並んで俗語フランス語を表現手段とす



るフランス＝アイデンティティの担い手であったが、その出自や出身地は実に様々で、従来の王

国観や社会観に従うなら、必ずしも彼らは王国史を彩る「エリート」ではなかった。王国観の変
容に彼ら自身が大きな役割を果たしているのだとすれば、彼らははたしてどのような「われわ
れ」意識を有していたのか、そしてそれはいかなるものとして王国のなかに位置づけられていた
のであろうか。

２ 研究の成果

①14世紀におけるサン＝ドニ修道院の修史事業：最初にプリマ以後のサン＝ドニ修道院で展開さ
れた史書編纂事業を概観し、その編集傾向を確認した。次にギュイヨ=バシーらの近業を参考にし
て、14世紀前半のリシャール=レスコによるGCF改訂作業を、改訂版の内容構成を通して明らかに

し、その意味を考えた。その結果、この年代記は何度かの修正を経ることで次第に国家の領域性
と連続性に関する理論を精緻化させていくことに成功したが、依然としてその構成員を「王と諸
侯」に限定したフランス史であったことが明らかになった。したがって「国家史」の歴史を明ら
かにする場合には、キリスト教的世界観からナショナルな存在を切り取って特別な存在へと位置
づけていく「普遍年代記」から「王国年代記」へという歴史認識の変化とともに、「王と諸侯

の」フランス史から「フランス国民の」フランス史へと変わっていく、国家観・国民観の変容に
ついても考える必要があると思われる。（この成果に関しては、鈴木道也「『フランス大年代
記』とナショナル・アイデンティティー歴史叙述研究を巡る最近の動向からー」『西洋史研
究』36号（2007）1-21頁に公表した。）

②14世紀後半における学識者たちの自己認識：14世紀の偉大な思想家にしてナヴァール学寮長で
もあったニコラ=オレームを中心に、当時一大学閥を形成していたナヴァール学寮出身者たちの社
会観を分析し、次いで幼少期からの家庭環境を通じて得た豊富な学識を活かし、特に組織に属す
ることなく旺盛な執筆活動を展開したクリスティーヌ=ド=ピザンと、サン＝ドニ修道院所属の修
史家として長大な国王伝記を残しているミシェル=パントワンの二人をとりあげ、大学人たちの社

会観と比較した。彼ら学識者たちは、王国廷臣、大学人、著述家、教会歴史家など様々な職種に
従事しながらも、分別を持った理性的な存在であることを指標とする新たな社会集団として姿を
現すや、直ちに「われわれ」を既存の支配階層とともにエリートのなかに位置づけ、「かれら」
一般大衆との間に一線を画すような主張（「王と諸侯と学識者のフランス史」）を展開している
ことが明らかとなった。（この成果に関しては、鈴木道也「中世末期フランス王国の学識者」

『ソシアビリテの歴史的諸相ー古典古代と前近代ヨーロッパー』南窓社（2008）149-164頁に公表
した。）

３ 今後の課題

　以上の成果を踏まえ、今後はナショナル意識と公共意識との関係性を問いながら、中世メディ
アとしての写本が、どのような公共空間の創出に関わっていたのか、という点について考察を進
める必要がある。具体的な研究課題として以下二点を指摘しておきたい。

①修史工房としてのサン・ドニ修道院の歴史的意味：中世フランス王国における「正史」となる

『フランス大年代記』が編成される前後、つまり12世紀半ばから14世紀半ばにかけての二世紀
間、作成主体であったサン・ドニ修道院はどのような歴史観・国家観を持ち、また修史工房とし
て中世フランス王国の歴史認識形成にどのような役割を果たしていたのか、代表的な修道院院長
の著作を史料として検討する。
　

②中世国家の記憶と王国年代記：中世において過去を記録・記憶するとはどのようなことなの
か、またそのとき歴史叙述というものはどのような機能を果たしていたのか、これまでの検討を
もとに、中世ヨーロッパにおけるナショナル・アイデンティティ形成と歴史（叙述）との関係に
ついて考える。


